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センサス集落カード整理分析マッピングシステムの開発

１．試験のねらい

現在県内では、集落を単位とした担い手の確保について関係機関一体となって推進をしており、

地域に合った担い手のあり方を検討支援するシステムへの要望は極めて大きい。

そこで、農（林）業センサスの分析により、集落毎の担い手や農地等の実態をとらえ、集落の分

類方法に基づき、農業センサス農業集落一覧表データベースを整理し、その分析結果を適切に表示

するマッピングシステムを開発する。

２．試験方法

(1) 調査対象

統 計 デ ー タ：2000年世界農林業センサス農家調査一覧、2005年農林業経営体集落一覧表

地 図 デ ー タ：2000年農業センサスマッピングシステム、2005年農業集落地図データ、

総務省GISデータ

行政区分データ：栃木県市町村の名称または大字名

(2) 調 査 方 法：表計算ソフト「Excel」により作成

(3) 対象地域分類：農業センサスの旧市町区分

３．試験結果および考察

(1) 集落類型区分と集落分類データの整理・構築

農業センサス農業集落一覧表のデータを利用し、稲作のある農業集落を稲作規模と単一複合経

営類型の組み合わせによって、表－１の６類型に分類し、データベースを構築した。

(2) マッピングシステムの開発

既製のマッピングシステムは、地域名称とその境界が作成機関により差が認められ、作成機関

が設定する地域区分に準じたデータしか対応できないため、①農業センサス農業集落一覧から算

出した地域分類データと、②自己調査などの汎用データを利用できることを条件として、本県が

明示する行政区分を基準としたマッピングシステムを開発した。

また、地域区分については、農業センサスの農業集落が行政区分を基準とした独自設定である

ため、農業集落の上位区分である旧市町区分への集約として作図し、図－１の様に表示すること

とした。

(3) マッピングシステムの概要

、 。システムの選択肢は ①データ選択②地図塗り分け③各種設定④閉じる⑤終了の５項目である

①では、集落分類データなどの読み込みを行う。②では更にサブメニューが開き、類型と地域

を指定することで、類型のある集落率を基準とした旧市町村単位の栃木県地図の塗り分けと、該

当地域の一覧表を作成する。③では、項目に該当する集落率の算出数式を、旧市町内の合計値に

対する項目に該当した地域の合計値率算出に変更する（図－２ 。）

４．成果の要約

農業センサス農業集落一覧表のデータを利用し、当県の水田地帯を６区分とする分類データベー

スを構築し、農業集落を適切に表示するマッピングシステムを開発した。

また、農業経営や生産技術に関する自己調査データをこのシステムに利用することで、より正確

な分析結果を表示することができる。
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表－１ 集落類型区分

※ 黒で塗りつぶされた旧市町村は、稲作なしを示す

図－１ 中規模園芸、畜産複合主体地域の出力事例

図－２ マッピングシステムのフローチャート
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